
未承認 様式１２  20250201作成版 

受付番号 公 25‐06   

 

未承認新規医薬品等評価部門にて承認された医療提供に関する情報公開 

 

本院の未承認新規医薬品等評価部門にて、下記の医療提供が承認されました。 

対象となる方から個別に同意をいただくことに代えて、病院ホームページにて情報を公開すること

により、医療提供を行います。なお、本件について同意できない場合においても、あなた自身の診療に

おいて不利益を被ることはありません。 

内容に関して拒否される場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

記 

 

実施内容 内臓神経ブロックにおける無水エタノール注の使用 

実施責任者 名古屋市立大学病院 病院長 松川 則之 

承認日 2025 年 8月 15 日  

対象期間 
承認日から永続的に 

ただし、内容の見直しの必要性が生じた際はこの限りではない 

対象者 腹部・背部等の疼痛に対する治療を受けられるがん患者さん 

目的・意義 

膵臓がんなど、腹腔神経叢をはじめとする内臓神経叢への浸潤により高度の

がん性疼痛が生じる場合があります。薬物療法で十分な除痛が得られない場

合や、お薬の副作用等で内服治療が継続できない場合に神経ブロックを検討

します。薬物療法よりも鎮痛効果に優れ、早期に鎮痛効果が感じられます。

高度な内臓痛に対する緩和目的、また医療用麻薬の使用量を減量目的で使用

します。 無水エタノール注射液の適応は肝細胞癌への注入療法に限られてい

ますが、腹腔神経叢ブロック（内臓神経叢ブロック）は、高度のがん性疼痛

に効果があるとされており、国内の多くの医療機関でも実施されている行為

です。 

使用条件 

実施条件 

穿刺、造影にて適切な位置に注入ができたことが確認できた場合に実施しま

す。造影剤を使用しますので、造影剤アレルギーがある方は必ず知らせてく

ださい。 

想定される不利益

および対策 

一過性に起立性低血圧や酩酊、下痢、出血、臓器損傷、エタノール性神経炎、

対麻痺、感染をきたすことがあります。副作用発現時は症状に応じて治療を

行います。 



本項の実施を 

拒否される場合 

本項の実施内容を拒否される場合は、「医療拒否（オプトアウト）通知書」を

記載先までご提出ください。なお、本件について同意できない場合において

も、あなた自身の診療において不利益を被ることはありません。 

お問い合わせ先 

名古屋市立大学病院 

未承認新規医薬品等評価部門（医療の質管理課内） 

〒467-8602 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄 1番地 

電話 052-851-5511（代表） 

 

令和 7年 7月 1日作成  


